
文化ステージ

満喫！丹後の「食」

高校生 食まつり

丹後・食の王国
 食と文化の祭典
丹後・食の王国
 食と文化の祭典

併催　丹後あじわいの郷月例祭
10月20日㈰ 10:00～15:30

・峰山高校軽音楽部 　・久美浜高校軽音楽部
・網野高校体操部   　・加悦谷高校書道部
・丹後小町踊り子隊による演舞
・京都府名誉友好大使による舞踊の披露
・地域団体等による舞台発表　など

・丹後ばらずし体験教室（網野高校）
・伝統！丹後ばらずし提供（網野高校）
・絶品！鯖カレー提供（海洋高校）
・創作！茶菓子と飲み物提供（峰山高校）
・高校生プロジェクト発表会（峰山高校）

「海の京都・シルクの里　世界のTANGO TEXTILE」

「海の京都・食の王国　丹後のたからもの」

企画振興室　問 ☎0772-62-4300  　0772-62-5894

「おはよう」と　笑顔で返事　リレーする　（たんご微笑みプロジェクト　キャッチフレーズの部　最優秀作品）

農林商工部企画調整室（食関係）問 ☎0772-62-4315  　0772-62-4333
企画振興室（文化ステージ）問 ☎0772-62-4300  　0772-62-5894

丹後・食の王国
 食と文化の祭典
文化ステージ 入場無料です～

10月20日㈰ 10:00～15:30
併催　丹後あじわいの郷月例祭

主催：丹後広域振興局・丹後あじわいの郷協力会
共催：宮津市・京丹後市・伊根町・与謝野町

満喫！丹後の「食」
・旬の魚を使った魚料理教室（道の駅）
・新たな特産品（鹿肉サンド、丹後産抹茶入りうどんなど）の
　販売・ＰＲ（芝生広場、にぎわい広場）
・フードコート、物産展、軽トラ市（芝生広場、にぎわい広場）
・その他（フリーマーケット、動物ふれあい教室 など）

高校生 食まつり

芝生広場

・丹後ばらずし体験教室（網野高校）
・伝統！丹後ばらずし提供（網野高校）
・絶品！鯖カレー提供（海洋高校）
・創作！茶菓子と飲み物提供（峰山高校）
・高校生プロジェクト発表会（峰山高校）

情報交流センター
手作り体験工房

in 丹後あじわいの郷

丹後のたからもの展

織物・機械金属振興センター問 ☎0772-62-7402  　0772-62-5240

農林商工部企画調整室問 ☎0772-62-4305  　0772-62-4333

会場
阪急うめだ
本店

・峰山高校軽音楽部 　・久美浜高校軽音楽部
・網野高校体操部   　・加悦谷高校書道部
・丹後小町踊り子隊による演舞
・京都府名誉友好大使による舞踊の披露
・地域団体等による舞台発表　など

「Tango Good Goods 見本市」も同時開催

１０月２日(水)～８日(火)
※染織関係（阪急うめだギャラリー）は
　１０月７日(月)まで

in 大阪

世界的に評価を受けているTANGO TEXTILEと丹後の豊かな食の一体的な催事として、地域事業者が
連携して物販・情報発信を行います。京阪神のお知り合いの方にぜひお声掛けください。

「海の京都・シルクの里　世界のTANGO TEXTILE」
会場●織元トークショー【２日㈬】　

●アーティストパフォーマンス【４日㈮】　●着物ファッションショー【６日㈰】

「海の京都・食の王国　丹後のたからもの」

９F　阪急うめだギャラリー

会場

●実感！海の京都　旅で味わう丹後の魅力【各日】　●丹後の日本酒と食の魅力講座【２日㈬～７日㈪】
●丹後小町踊り子隊ステージ＆トークショー【５月㈯、６日㈰】　●長寿弁当販売【５月㈯、６日㈰】　ほか

９F　祝祭広場

平成25年（2013年）9月 （1）

台風18号による被災地支援活動等を支援します
地域力再生プロジェクト支援事業
台風１８号の影響による大雨で、被害を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。

ⓒ京都府 まゆまろ 2563005

第5号

　ＮＰＯや自治会等が行われる府内被災地での支援活動に対し、交付金制度
を活用して支援します（１０月末締切）。また、現在募集中の一般分（2回
目）につきまして、被災により当初の申請期間（9/2～9/30）内に申請が困
難な事情がある場合は、申請期間を1ヶ月（１０月末まで）延長しています。



新丹後活動プラン「明日の京都」丹後地域振興計画「明日の京都」丹後地域振興計画「明日の京都」丹後地域振興計画

～海の京都～　丹後「日本海観光」プロジェクト

ものづくり産業等地域産業の振興

「丹後・食の王国」プロジェクト

人々が交流・連携する地域共生・府民安心のまちづくり

産業振興による丹後地域の活性化

府民が共にいきいきと安心に暮らせるまちづくり

環境と文化の伝承

「みんなで築こう　いのちが輝く　人権の世紀を」　－考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心－

☎0772-62-7401  　0772-62-5240

☎0772-62-4304  　0772-62-4333
商工労働観光室問

☎0772-62-4304  　0772-62-4333
商工労働観光室問

☎0772-62-4304  　0772-62-4333

（2）　平成25年（2013年）9月 （3）

「明日の京都」丹後地域振興計画 地域の皆様と協働して、地域の持っている「宝」を
いかした「元気な丹後」づくりを進めていきます！

産業振興による丹後地域の活性化

府民が共にいきいきと安心に暮らせるまちづくり

　平成25年6月の1ヶ月間、ＪＡＬとタイアップし、国内線
の機内誌［ｓｋｙｗａｒｄ」で「海の京都 丹後探訪」と題し、
天橋立や伊根の舟屋群などを特集するとともに、国内線ファ
ーストクラスで北部の食材を使った機内食を提供するなど海
の京都の魅力を紹介しました。

　染織事業者のブランド力を高
め、首都圏などでの展開を促進
する本事業では、本年１０月に梅
田、銀座、日本橋、京都で一堂に
「丹後ブランド」の展示会を開催
し、「男のきもの」等、新たなも
のづくりの取組を発表します。

丹後織物ブランドビジネスモデル
推進事業

企画振興室問 ☎0772-62-4300  　0772-62-5894

～海の京都～　丹後「日本海観光」プロジェクト

ものづくり産業等地域産業の振興

「丹後・食の王国」プロジェクト

人々が交流・連携する地域共生・府民安心のまちづくり

環境と文化の伝承

JALと提携し
　「海の京都」をPR 　「海」をテーマとして魅力ある観光まちづくりを行う

とともに2次交通の充実を図るため、㈱まち
づくり推進機構と連携し「宮津桟橋」発
着の汽船の定期運航化に向けた試験
運行や汽船を活用した滞在プログラム
の造成に取り組んでいます。

天橋立＆宮津湾クルージングモニターツアー

織物・機械金属振興センター問

☎0772-62-7401  　0772-62-5240

　織物や酒造など24工房のものづく
りの現場を生で見たり、"あるじ"のこ
だわりの話を聞いたり…。今年度の事
業が始まりました。スタンプラリーも
実施中(抽選で工房のこだわりグッズを
プレゼント)。1回目締切は10月末。

丹後ええもん工房がスタート

ばらずしで丹後をつなぐ会（連絡先：地域づくり推進室）問

☎0772-62-4316  　0772-62-4333

織物・機械金属振興センター問 ☎0772-62-7402  　0772-62-5240

　「ばらずしで丹後をつなぐ会」では、代表的な郷土食「丹後ばら
ずし」を丹後の人がお薦めする「丹後ならではの食」として、ブラン
ド化に取り組んでいます。
　第1弾は紅ショウガ。丹後一円に種ショウガとして出回っている
「天橋立生姜」の生産現地と加工現場を視察。ばらずしに使用する
食材の知見を広めるとともに地産地消を進めていきます。

丹後ばらずし専用
食材づくりを進めています 　「丹後・食の王国」を支える特A「丹後

産コシヒカリ」や、酒造業界からの需要
の多い、酒米「祝」及び「京の輝き」の高
品質・安定生産を目指して、栽培講習会
の開催や良食味米共励会の支援、農業
体験ツアーなどにおける丹後米のPR、
実証ほの設置等を行っています。

丹後の米づくりを応援します

　利用者数が前年の同日同時
刻の列車と比べて２倍となった
大好評の「丹後あかまつ号」「丹
後あおまつ号」に引き続き、車
内で食事が楽しめる新たなデ
ザイン車両「くろまつ（仮称）」
の導入を検討しています。

ＫＴＲ「丹後あかまつ号」「丹後あおまつ号」
好評を受け新デザイン車両導入を検討

　貴重な地質遺産に恵まれ、美しい自然風景に触れることができる山陰海岸ジオパーク「ジオパ
ークディスカバリー」の運行（８月）、写真コンクールやスタンプラリーを開催するとともに、京阪神
主要駅周辺等でのPRキャンペーン（６～７月）を行い、認知度向上、観光誘客に鳥取県、兵庫県と
ともに取り組んでいます。

山陰海岸ジオパーク　
丹後の自然環境を活かした地域振興

　子どもたちが地域の田んぼや水
路などでの生き物調査や学習を大
人と一緒に行う「ふるさと発見
隊」の実施を支援しています。
　地域の農地・水活動組織や小学
校と連携して「ふるさと再発見」
に取り組んでみませんか。

生き物調査を通して、ふるさと再発見

農林水産技術センター丹後農業研究所問 ☎0772-65-2401  　0772-65-3561

　丹後国営開発農地のスケールメリットを活かした大規模野菜経営を実践できる中核的
担い手を確保・育成するため、京都府と京丹後市が一体となり平成２５年７月２４日開
校しました。
　丹後地域における次世代の農業経営者を目指す１０名の第１期学舎生が丹後国営開発
農地などで日々実践研修に取り組んでいます。

丹後農業実践型学舎 開校

丹後農業改良普及センター問 ☎0772-62-4308  　0772-62-5894

地域づくり推進室問 ☎0772-62-4316  　0772-62-4333

　丹後縦貫林道は国道178号線と
接続する北側を起点した４路線か
らなる林道で、昭和44年から55年
にかけて開設しました。現在、平
成9年度から始まった第Ⅱ期リフレ
ッシュ工事を実施しており、平成
28年度の完成を目指しています。

丹後縦貫林道リフレッシュ事業

森づくり推進室問 ☎0772-62-4326  　0772-62-4333

蒲入トンネル（仮称）掘削開始

丹後土木事務所　道路計画室問

☎0772-22-7985  　0772-22-3250

　高齢化の進む丹後では、いつまで
も元気で過ごせるような楽しい健康
プログラムが必須です！地域の担い
手を健康満丹プロデューサーとして
募集し、一緒に考え作っていきます。
京都大学と丹後福祉応援団の先生の
協力も得ています。乞うご期待！

　国道178号（与謝郡伊根町本庄宇治
～蒲入間）では通行困難箇所の解消の
ため、蒲入バイパスを施工しています。
平成25年７月25日に（仮称）蒲入ト
ンネル（延長764ｍ）の安全祈願祭を
行い、平成27年度の供用開始を目指
し掘削作業を開始しました。

丹後いきいき高齢者・地域で健康づくり推進事業
～健康満丹プロデューサーとプログラムづくりＧｏ！～

丹後保健所　保健室問 ☎0772-62-4312  　0772-62-4368

 阿蘇海環境づくり協働会議では、地域の
皆様と協働して、阿蘇海環境改善に取り組
んでいます。７月に実施した阿蘇海清掃活
動では、地元高校生や中学生も参加し、漂
着ゴミや悪臭の原因となるアオサなど海藻
類を回収しました。また、秋には、阿蘇海
の将来を地域の皆様と共に考える機会とし
て、阿蘇海将来ビジョンワークショップを
開催しますので、ぜひご参加ください。

阿蘇海の環境改善

企画振興室問 ☎0772-62-4300  　0772-62-5894

企画振興室問 ☎0772-62-4300  　0772-62-5894



加工グループ「かぶとやま工房」発足

答え：「ⒶⒷⒸⒹⒺⒻ」 ヒント：山陰海岸ジオパークのエリア内にあるスポットです。
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お知らせ
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パズルの中のA～Fの文字を並べて言葉を完成させてください。
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２　京都府では田舎暮らし等のための○○
○の改修助成を始めました（ヒント：４面）

４　天橋立＆宮津湾クルージングモニター
ツアーの発着地「宮津桟橋」があるの
は宮津市○○○○

６　10月20日に開催されるイベント　食と
文化の○○○○

８　humanを日本語で言うと･･･
９　注目の○○、憧れの○○
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丹後NPOパートナーシップセンターの活動

京の田舎暮らし体感ツアーin丹後

企画振興室　問

　農山漁村への定住促進のため、関係市町と連携して、京阪神での
相談会や丹後への空き家見学ツアーを実施しています。また、「明日の
むら人移住促進事業」として空き家の改修助成なども始めました。
【料金：9,550円（１泊４食付）　申込締切：10月16日(水)】

地域づくり推進室問

丹後建国1300年記念シンポジウム
「丹後府中を考える」

　地域で活動する団体の活動状況・イベントなどの情報発信のほか、
運営協議会会員向けに会議室の貸出（無料）を行っています。

加工グループ「かぶとやま工房」発足
　神野地域里力再生協議会（京丹後市久美浜
町）では新たに加工グループ「かぶとやま工房」
が発足しました。神野地域の豊富な農産物の加
工品の開発や製造が行われ、摘果メロンの粕漬け
などが１１月から道の駅くみはまSANKAIKAN等で販売されます。

☎0772-62-4316  　0772-62-4333

地域づくり推進室問 ☎0772-62-4316  　0772-62-4333

☎0772-62-4300  　0772-62-5894

☎075-921-0182  　075-932-4570

水産事務所　海のにぎわい課問 ☎0772-22-7067  　0772-22-3289
大切なひとを、大切な自分を、乳がんから守るために！
１０月はピンクリボン・キャンペーン♡

丹後保健所保健室問 ☎0772-62-4312  　0772-62-4368

丹後ぐじの盛漁期
　秋になり、京のブランド産品「丹後ぐじ（アカア
マダイ）」は盛漁期を迎えています。品質管理を
徹底した「丹後ぐじ」は、他県のものと比べ味が
濃いのが特徴です。塩焼きや昆布締めなどでお召し上がりください。

地域づくり推進室問 ☎0772-62-4316  　0772-62-4333

丹後あじわい食マリッジセミナーを開催します！
　長年にわたる先人の知恵と生産者の努力と豊かな自然に恵まれた
丹後は、四季折々の良質な食材があります。この恵みを活かし、合わせ
て楽しむスタイル（マリッジ）で丹後を満喫していただくために、丹後あ
じわい食と地酒のマリッジセミナーを開催します。
詳細はホームページで！

丹後郷土資料館問 ☎0772-27-0230  　0772-27-0020

　京都第二外環状道路の開通等により、丹後地域と府南部地域の移
動時間が大幅に短縮され、日帰り旅行が可能になりました！

●実 施 日　１１月２９日（金）
●集合場所及び時間　
　　　　　　KTR宮津駅（８：２０）又は KTR西舞鶴駅（９：００）
●観覧場所　勝竜寺城公園（長岡京市）、萬福寺（宇治市）で普茶料理、
　　　　　　源氏物語ミュージアム（宇治市）など（自由行動時間あり）
●応募資格　京都府内在住者
●募集人数　４０人
●参 加 費　４，０００円（交通費、見学施設入場料、昼食代含む）
●募集期間　１０月１１日（金）～３０日（水）
●往復はがきに（４人分まで掲載可能）必要事項を記入して下記まで
　郵送してください。
＜必要事項＞ ①乗車場所、②住所、③氏名（ふりがな）、④生年月日、
　　　　　　⑤性別、⑥電話番号（携帯とご自宅）、⑦配慮してほしい内容
＜応 募 先＞ アルファトラベル株式会社
　　　　　　〒６０４－０９２４　京都市中京区河原町通二条下る
　　　　　　　　　　　　　　　　一之船入町375 SSSビル401

山城地域への日帰りバスツアー参加者募集

　古代から大陸との交流窓口として栄えた北部地域
の歴史的・文化的資源に着目し、「海の京都」をキーワ
ードとした統一的な景観整備等を進めています。ロゴ
マークは、海から見た京都の景色を表象化したデザ
インとなっています。

「海の京都」ロゴマーク作成

http://www.tango.gr.jp

☎0772-22-3770  　0772-22-3550

　古代から中世にかけて、丹後国の中心と
して栄えた丹後府中について、遺跡の発掘
成果、信仰の広がり、都市としての側面など、
最新の研究について語ります。
●日時　10月26日(土）13:00～
●会場　みやづ歴史の館文化ホール（入場無料）

　丹後郷土資料館では、丹後建国１３００年及び細川忠興公・ガラシャ
夫人生誕４５０年記念行事として、特別展「丹後国府と中世都市「府
中」～雪舟の描いた景観～」と同時開催展「丹後、細川家の事跡」を行
います。
●期間　平成２５年１０月１２日（土）～１１月２４日（日）　
　　　　休館日：月曜日（祝日・月曜は開館し、翌日休館）

１０月２６日（土）、２７日（日）開催

HP 丹後ＮＰＯパートナーシップセンター

https://www.facebook.com/kyotopref.npscenter
Facebook 京都府NPOパートナーシップセンターfacebook

京都府山城広域振興局　乙訓地域総務室　内藤（ないとう）問

京都府移住情報ポータルサイト

 日本の女性の１5人に１人が乳がんにかかると
言われ、京都府内でも毎年２００人を超す人が乳
がんで亡くなられています。しかし、乳がんは早
期に発見し治療すれば治ると言われています。
あなたの大切なひとを、大切な自分を乳がんか
ら守りましょう！！

マリッジ半島

海の京都観光推進協議会事務局問


